
研 修 参 加 報 告 書 

 

令和 元年 9月 5日 

 

会 派 名 江南クラブ 

会派代表者 牧野 圭佑 

 

（参加者： 片山 裕之 ） 

研修参加の結果について、次のとおり報告します。 

 

  

年 月 日 令和元年 7月 29日（月）～30日（火） 

研修時間 13:00～17:30、 9:25～14:10 

研修場所  全国市町村国際文化研修所（ＪＩＡＭ） 

研修内容 

 令和元年度 市町村議会議員研修[2日間コース] 

「自治体予算を考える」 

（講師：関西学院大学法学部 教授 金﨑健太郎氏） 
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■目的 

自治体予算の原則・制度・歳入・歳出の基本的事項やチェックポイントを学ぶと

ともに、地方公会計の基本事項を理解し、その活用について学ぶことで、議員の資

質向上を図る。 

■内容 

1日目 

（講義内容） 

・自治体予算の原則 

・歳入予算の基礎とチェックポイント 

・歳出予算の基礎とチェックポイント 

・意見交換会① 

 

予算の意義や種類、ルールなどを学ぶとともに、議会における予算審議の流れや

歳入・歳出のチェックポイントを理解しました。また、予算全体の俯瞰的な視点、

将来の財政負担の見通しと抑制に向けた視点、予算に盛り込まれた政策・事業への

視点が重要であることを学びました。 

意見交換会では事前アンケートで提示した意見交換テーマ別に 5、6 名ごとにチ

ームに分かれ、自治体ごとの問題点、課題の共有と解決に向けた意見交換、他自治

体での取り組み事例の情報交換を行いました。 

 

2日目 

（講義内容） 

・財政の現状把握① 財政診断 

・財政の現状把握② 地方公会計の活用 

・意見交換会② ・ まとめ 



 

財政診断に活用できる「市町村で公表されている資料」「総務省で公表されてい

る資料」の種類や記載内容、チェックポイント、類似団体との比較の仕方などを学

びました。また、自治体の会計内容を理解するとともに、財政力指数、経常収支比

率、健全化判断比率、実質公債費比率、将来負担比率など、持続可能な行政を目指

す上で重要な項目の見方や意味を学びました。 

地方公会計の活用においては、地方公共団体と民間企業の会計内容の違いを学ぶ

とともに、統一的な基準による地方公会計の整備が進む（現在 94.8％の自治体で整

備完了した）ことで、住民のみなさんに分りやすく財政状況の公開ができるように

なっていること、自治体ごとの固定資産台帳が整備、公開されていることを理解し

ました。 

意見交換会では前日に引き続き、チームに分かれ、自治体ごとの問題解決に向け

た意見交換、他自治体での取り組み事例の情報交換を行いました。最後に意見交換

した結果をまとめ、1 チーム 1分間の時間で結果発表を行い、全体での情報共有を

行いました。 

 

■所感 

 自治体予算の歳入・歳出チェックポイントについて、学ばせていただきました。

また、単式簿記に加え複式簿記をとり入れることで、見えにくかったフローとスト

ックの情報を明らかにし、財政の透明性を向上していく点は興味深い内容でした。 

また、他市町村の多くの議員の方と情報交換を行うことができたことは、有意義な

時間であり、さらにお知り合いになれたことは、今後の議員活動において大きな財

産となると思います。 

 


